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近
ご
ろ
ニ
ュ
ー
ス
で
、
自
分
の
子
ど
も

を
虐
待
し
て
、
ひ
ど
い
時
は
死
亡
さ
せ
た

と
の
報
道
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

一
昔
前
に
は
、
街
中
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
、
子
ど
も
の
笑
い
声
や
歓
声
が
聞
こ
え

て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
代
社
会
で
は
、
核
家
族
化

の
進
行
や
隣
近
所
と
の
関
係
の
希
薄
化
、

子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ
る
犯
罪
の
増
加
な

ど
、
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
が
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。

　

で
も
、
親
は
自
分
の
子
ど
も
が
、
元
気

で
健
や
か
に
育
っ
て
欲
し
い
と
願
う
の
は

今
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
市
は
、
平
成　

年
に
、
い
わ
み

１６

ざ
わ
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
を
策
定

し
て
、
積
極
的
に
皆
さ
ん
の
子
育
て
を
応

援
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
い
わ
み
ざ
わ
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
事
業
を
紹
介

し
ま
す
。
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一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
遊
ん
だ

り
し
て
楽
し
く
過
ご
し
ま
す
。　

日
時　

毎
月
、
第
２
・
４
金
曜
日
の
午
後

１
時
か
ら
２
時　

分
３０

対
象　

妊
娠
中
か
ら
生
後
８
か
月
ま
で
の

第
１
子
目
の
親
子
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新
米
マ
マ
さ
ん
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
し

た
り
、
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
し
て

楽
し
く
過
ご
し
ま
す
。
マ
マ
さ
ん
の
仲
間

作
り
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

日
時　

毎
月
、
第
１
・
３
水
曜
日
の
午
前 おしゃべりルーム ばぶばぶの様おしゃべりルーム ばぶばぶの様子子

ベビーマッサージ講習会の様ベビーマッサージ講習会の様子子�
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時
か
ら　

時　

分

１０

１１

３０

対
象　

生
後
９
か
月
か
ら　

か
月
ご
ろ
ま

１２

で
の
第
１
子
目
の
親
子
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小
児
科
医
に
、
日
ご
ろ
抱
え
て
い
る
不

安
を
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。

日
時　

毎
月
、
第
４
金
曜
日
の
午
後
１
時

か
ら
２
時

対
象　

子
育
て
中
の
親
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仕
事
が
忙
し
い
父
親
の
育
児
参
加
や
、

子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
て
も
ら
う
つ
ど
い
の
場
で
す
。

開
催
時
期　

毎
年　

月
の
日
曜
日

１１
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仕
事
や
育
児
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い

る
方
が
、
育
児
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
分
の

時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
う
場
で
す

　

毎
回
、
託
児
つ
き
で
実
施
し
ま
す
。

開
催
時
期　

毎
年　

月
の
日
曜
日

１０
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親
と
赤
ち
ゃ
ん
の
心
と
か
ら
だ
が
ふ
れ

あ
う
こ
と
で
、
親
子
の
き
ず
な
が
深
ま
り

ま
す
。

対
象　

生
後
３
か
月
か
ら
９
か
月
の
親
子

（
今
月
号
の　

ペ
ー
ジ
を
参
照
）

１４
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い
わ
み
ざ
わ
公
園
で
お
し
ゃ
べ
り
し
た

り
、
遊
ん
だ
り
し
て
楽
し
く
過
ご
し
て
も

ら
う
場
で
す
。

開
催
時
期　

毎
年
６
月
ご
ろ

（
今
月
号
の　

ペ
ー
ジ
を
参
照
）

１４
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子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
を

応
援
す
る
た
め
、
た
く
さ
ん
の
情
報
を
集

め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
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子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に

安
心
し
て
子
育
て
を
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
子
ど
も

と
遊
べ
る
施
設
や
、
子
ど
も
を
預
か
っ
て

く
れ
る
所
な
ど
、
様
々
な
情
報
の
提
供
や

相
談
な
ど
を
受
け
て
い
ま
す
。
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子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
を

応
援
す
る
た
め
に
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

役
立
つ
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
載
せ
た
ミ
ニ

情
報
紙
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

育
児
編
と
食
事
編
に
分
け
て
、
年
に
４

回
発
行
し
て
い
ま
す
。

配
布
先　

市
役
所
本
庁
、
北
村
・
栗
沢
支

所
、
幌
向
・
有
明
交
流
プ
ラ
ザ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
岩
見
沢
保
健
セ
ン

タ
ー
、
児
童
館
、
岩
見
沢
郵
便
局
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こ
の
他
に
も
、
子
育
て
に
喜
び
や
楽
し

み
を
持
っ
て
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
て
い

け
る
よ
う
に
、
常
設
型
親
子
ひ
ろ
ば
ひ
な

た
っ
子
や
、
地
域
の
児
童
館
な
ど
で
開
催

し
て
い
る
親
子
ひ
ろ
ば
で
も
、
地
域
の
子

育
て
の
先
輩
や
子
育
て
中
の
方
と
交
流
を

持
つ
こ
と
が
出
来
ま
す
。
是
非
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
考
え
込
ま
ず
に
、
子

育
て
の
こ
と
で
何
か
あ
れ
ば
、
い
わ
み
ざ

わ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を
く
だ

さ
い
。
多
く
の
方
と
話
す
こ
と
で
き
っ
と

何
か
が
見
つ
か
り
ま
す
。

　

市
は
、
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
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父と子のコミュニケーション広場の様父と子のコミュニケーション広場の様子子

青空広場の様青空広場の様子子

子育てワンポイント情子育てワンポイント情報報
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　　刺されやすいものでは、ハチが最も多いですが、毒 蛾 、毛虫などの昆虫も少なくありません。アブやムカデ
が

なども注意が必要です。ハチや蚊に刺されると、時にはアナフィラキシーショックが起こるため、息苦し
くなったり、呼吸が荒くなったり、顔や全身がはれたりする（ミミズばれ）など全身症状に注意しましょう。
これらの症状が見られたら、すぐに救急車を要請しましょう。

　　家庭での対応
　　�たいていの場合、刺された場所は冷やすことが望ましいので、冷やすようにしましょう。
　　�ハチに刺され、針を抜いた時は、流水でよく洗います。毒をしぼり出すように刺された部位の周囲から

圧迫して洗い流しましょう。
　　�毒 蛾 や毛虫の場合は、こすらないことが重要です。こすると毒針が深く刺さってしまうので、セロテー

が

プやガムテープで優しく貼付して毒針を抜いて、勢いよく流水で洗い流しましょう。
　　受診すべき場合
　　�刺された場所がひどくはれて痛みやかゆみなどが強い場合
　　�スズメバチなど大型の昆虫に刺された場合
　　�全身反応（発熱やせきなど）が見られる場合　
　　救急受診すべき場合
　　�ハチや蚊に刺された後に、呼吸が荒くなったり、顔色が悪くなった

り、おう吐したりするなどが見られた場合　
　　�ハチに１０か所以上など、大量に刺された場合

参考：日本小児科学会小児救急プロジェクトチーム
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��自分は生きている意味がある、存在価値がある、大切な存在だ、必要とされている、という自信を持つこ
と。このような気持ちを子どもの心に育てていくことが、一番大事なのです。

　　�赤ちゃんの時期には、スキンシップが大切　抱いて、目を合わせて、笑顔で、いろいろ話しかけましょ
う。抱っこされると、子どもは「自分は大切にされているんだ」と感じ、それによって自己評価が上がり
ます。

　　�話を聞く　子どもの話を真剣に聞くだけで、あなたは大切な存在だよと伝え
ることとなり、子どもの気持ちを受け止めるだけで、「すごく自分が大切にし
てもらえた」という気持ちになるのです。

����������	
����

���子どもと話している時間より、自分の話している時間のほうが、長くなって
はいけません。

���大きくうなずいて「そうか、そうか」と言って聞く。（うなずくことで、自分の
話を聞いてもらっている気がして、話しやすくなります）

　　�相手の言葉を繰り返す。（同じ言葉でも相手から返ってくると、非常に良く分
かってもらえたという感じがするのです）

  参考：子育てハッピーアドバイス（１万年堂出版）
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��神経細胞同士を結ぶ配線が増えることで脳は成長します。ヒトをコントロールする働きを持つ前頭葉の基
本は、１０歳ごろまでつくられます。そのころまでに、脳に良い刺激を与えることが大切です。

　　�食事は手づくりにしましょう�子どものあらゆる五感を刺激します。
���良く噛んで食べましょう　歯やあごの骨が強くなるとともに、唾液に含まれるホルモンが脳を活性化さ

せます。
���朝ごはんを食べましょう�脳はエネルギーを大量消費します。夜

寝ている間もエネルギーを使っているので、朝ごはんを食べて脳に
エネルギーを補給します。

　　�積極的に外遊びをしましょう�自然は感性を豊かにします。体力
やガマン強さを育てます。

　　�子どもとコミュニケーションをとりましょう�人との関わりが脳
を活性化させます。

　　�睡眠をきちんととりましょう�睡眠不足は脳の神経細胞同士の結
びつきを弱めます。

����������	�

���脳を成長させるのは、目、耳、鼻、口、皮膚の五感で受けた刺激で
す。

参考：食べもの文化（芽ばえ社）
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　　全く同じ言葉でも、子どもはそれを深刻に受け止めることもあれば、軽く受け流してしまうこともありま
す。すこしばかり手荒い言葉でも、心地よいコミュニケーションとして心の栄養にできるときさえありま
す。そうした差を生むのは、言葉の背後にある気持ちや精神状態だということをお忘れなく。言葉とは、
言葉の意味だけではなく、気持ちや心を伝えてしまうものだからです。それも驚くほどストレートに。ま
た、誰かを傷つける言葉は、他ならぬ自分をも傷つけてしまいます。傷ついた心はさらに他の心を傷つけ
てしまいがち。一つの言葉から広がる波紋、穏やかで美しいものにしたいです。

　　「��������	��
���������
���公共の場所でよく見られる光景です。昔なら「ほら、おまわりさんが来るよ」だったかもしれません。い

ずれにしても、他の権威や恐怖を利用して、子どもに言うことを聞かせる方策です。
　　　こういうしかり方は、少なくとも３つのとても悪い結果を招きます。
　　�１つには、世の中には怖い人がたくさんいるのだと潜在的な

恐怖を植え付ける点です。人の目に恐怖し、おどおど行動す
る人に育ってしまうかもしれません。

���２つには、他者の目を基準にして行動する心を育ててしまう
危険です。自分の中の価値ではなく、他の目から観て自分を
律する。必ずしも否定するべきではないかもしれません。で
も、心の根底がこれに支配されると、将来、つらい結果を招
きます。

　　�３つには、親を軽べつするようになる危険です。自分の責
任、自分の見識でしかり正すのではなく、他の権威や恐怖を
利用して子どもをコントロールしようとする親の心根を子ど
もは見透かしてしまうものです。こうなると、尊敬したくて
も尊敬しきれなくなってしまうかもしれません。子どもの心
を律するのは、親の 毅 然たる決意であり、また子どものプラ

き

イドです。

参考：子どもを追いつめるお母さんの口癖（青樹社）
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